
佐世保市地域福祉計画・地域福祉活動計画　取り組み評価一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　 基本目標 「1」 地域福祉の考え方を広げ、一人ひとりの行動を推進しよう

基本施
策

施策の細目 No 取り組み内容 主体 No 平成23年度実施の具体的な内容 実施主体 計画コード 番号

【1】 広報媒体を広げる。（広報させぼ、地域福祉アンケート調査時等） 「1」-1-①-  １ -【1】 〖１〗

1 ① 【2】 引き続き周知を行い、出前講座への参加団体を増加させる。 「1」-1-①- １ -【2】 〖２〗

【1】 市町連との協働による地域福祉講演会を実施する。（震災から学ぶ地域福祉をテーマにした内容を検討） 「1」-1-①- ２ -【1】 〖３〗

【2】 地区担当者が、福推協総会・定例会、生涯学習推進協議会等に出席して、地域福祉についての説明を行う。 「1」-1-①- ２ -【2】 〖４〗

【3】 保健・医療・福祉審議会で、地域福祉に関する進捗状況の説明を行う。 市 「1」-1-①- ２ -【3】 〖５〗

【1】 市及び社協ホームページに地域福祉に関する情報を掲載及びホームページの周知 「1」-1-②- ４ -【1】 〖６〗

② 【2】 市及び社協ホームページに地域における福祉活動の情報を掲載及びホームページの周知 「1」-1-②- ４ -【2】 〖７〗

【3】 地域福祉に関するアンケート（内容の充実）を実施し、市ホームページで掲載 市 「1」-1-②- ４ -【3】 〖８〗

【1】 社協だよりに福推協活動を掲載する。 社協 「1」-1-②- ５ -【1】 〖９〗

【2】 広報させぼ及び社協だよりに委員会・会議の開催状況を掲載する。
市

社協
「1」-1-②- ５ -【2】 〖１０〗

【3】 広報させぼに地域福祉に関する専用スペースを設ける。 市 「1」-1-②- ５ -【3】 〖１１〗

【4】 社協だよりに地域福祉・ボランティア活動を掲載する。 社協 「1」-1-②- ５ -【4】 〖１２〗

③ 【1】 学校側にどのような支援が必要であるのかの調査（ヒアリング）を実施する。 「1」-1-③- ７ -【1】 〖１３〗

【2】 学校側が福祉教育を推進していけるよう支援する。 「1」-1-③- ７ -【2】 〖１４〗

【3】 小・中学校の福祉教育（体験学習など）への講師派遣を継続する。また、NPO・ボランティアとの横のつながり、連携の在り方を検討していく。 「1」-1-③- ７ -【3】 〖１５〗

【4】 社協のホームページに福祉用具体験などの様子を掲載する。 「1」-1-③- ７ -【4】 〖１６〗

【5】 夏休みを利用し、小・中学生を対象とした福祉用具体験学習を行う。 市 「1」-1-③- ７ -【5】 〖１７〗

【1】 ふれあいいきいきサロンへのヒアリング調査及び分析を行う。 「1」-2-①- ８ -【1】 〖１８〗

① 【2】 各サロンに応じたメニュー開発の為の支援を行う。 「1」-2-①- ８ -【2】 〖１９〗

2 【3】 現在サロンが休止している江迎、吉井地区２ヶ所の再開を支援する。 「1」-2-①- ８ -【3】 〖２０〗

【4】 サロン遊具の貸し出しや社協だより、ホームページで周知を行う。 「1」-2-①- ８ -【4】 〖２１〗

【5】
デイクラブの紹介を介護保険サービスガイドに掲載を行い、引き続き市関係施設においてリーフレットの配布を行う。
（公民館(24)、社協(1)、包括(4)、長寿(2)、各支所（11）、行政センター（6））

「1」-2-①- ８ -【5】 〖２２〗

【6】 デイクラブ未登録の老人クラブへ職員が出向き、デイクラブの紹介を行い登録を提案する。 「1」-2-①- ８ -【6】 〖２３〗

【7】 デイクラブ・サロンでの活動について、一元化を含め効率的で効果の高い方法を検討し、一定の結論を得る。
市

社協
「1」-2-①- ８ -【7】 〖２４〗

②

【1】 今年度中に佐世保市にある福祉情報のデータベースを作成する。（福祉分野の制度やサービス等を整理したもの） 「1」-2-③-１０-【1】 〖２７〗

③ 【2】 地域福祉カルテ(「地域福祉台帳」から名称変更)を作成し実態を把握する。(実施地区：天神地区・黒島地区) 「1」-2-③-１０-【2】 〖２８〗

人材の確保 【1】 ボランティア研修会を開催し、地域福祉活動への参加を呼びかけるとともに、地域福祉について具体的な内容の説明を行う。 「1」-2-③-１１-【1】 〖２９〗

【2】 地区担当者が、福推協総会・定例会、生涯学習推進協議会等に出席して、地域福祉についての説明を行う。 「1」-2-③-１１-【2】 〖３０〗

　　　　　　　　　　　　　　　　　 基本目標 「2」 みんなの行動で、まわりの課題に早く気づき、解決につなげられる地域をつくろう

基本施
策

施策の細目 No 取り組み内容 主体 No 平成23年度実施の具体的な内容 実施主体 計画コード 番号

1 ① 【1】 いきいきサロン及びネットワーク支援者のつどい、食事サービスにおいて災害時福祉支え合い手引きの説明を行う。 社協 「2」-1-①-１２-【1】 〖３１〗

【2】 「災害時福祉行動マニュアル（仮称）」（案）の作成（全体計画）（23年度(案)の作成・24年度作成・25年度実施） 市 「2」-1-①-１２-【2】 〖３２〗

【1】
西天神町公民館・社協の協働により、福祉サポーター（福祉協力員から名称変更。希望世帯への訪問による安否確認、見守り活動をする人）の
モデル実施。また、ふれあいネットワークと福祉サポーターの整理を行いながら統一した取り組みとなるように進めていく。
※モデル地区（天神地区西天神町公民館1区）※福祉サポーターは民生委員との兼任は無し・原則2名体制で訪問

「2」-1-①-１３-【1】 〖３３〗

【2】 地域福祉推進委員会(社協）にアンケート結果を報告し、対応策を検討する。 「2」-1-①-１３-【2】 〖３４〗

【1】 三川内地区の取り組みを検証し、今後のあり方を検討する。 「2」-1-②-１４-【1】 〖３５〗

② 【2】 三川内地区の取り組みの検証結果を基に継続して実施する。 「2」-1-②-１４-【2】 〖３６〗

【3】 「地域コミュニティケア会議（仮称）」の実施を推進する。 「2」-1-②-１４-【3】 〖３７〗

【1】 地域包括ケア会議に社協地区担当職員が出席し、地域福祉の必要性について随時説明を行う。 「2」-1-②-１５-【1】 〖３８〗

【2】 福祉サービス事業者に地域福祉講演会（11月14日）への参加を呼びかける。 「2」-1-②-１５-【2】 〖３９〗

１２

１０

１１

地
域
福
祉
の
考
え
方
を
広
げ
よ
う

地域住民の理解を促す
機会づくり

広報手段の活用・充実

市

市
社協

１
「まちづくり出前講座」の中に地域福祉に関するテーマを設け、各地域へ出向いて、市民へ
の意識啓発を図ります。

福祉用具の体験や、高齢者・障がい者の方々との交流などの機会を通じて、子どもたちの
福祉についての意識啓発を図るとともに、「自分は地域の一員」という意識のある小中学生
が増えるように努めます。
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次世代のための意識と
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市民が地域福祉について身近に感じ、よりわかりやすく理解するための講演会や研修会を
実施します。

市
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【1】

８
デイクラブやふれあいいきいきサロンなどの住民による交流の場づくりを推進し、その参加者
が増えるように努めます。
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９
地域住民やＮＰＯなどに、各地区の福推協が主催する住民座談会への参加を呼びかけま
す。

広報紙（広報させぼ、社協だより）を通じて地域福祉の情報提供の機会の確保に努めます。

社協

市
社協

ホームページでの地域福祉に関する情報の充実を図ります。
市

社協

社協 社協
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市
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市
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災害時に、支援が必要な方々にどのような支援を行い、当事者の方々自身はどのように行
動すべきかを示す「災害時福祉行動マニュアル（仮称）」の作成を進めます。

地区ごとに「地域コミュニティケア会議（仮称）」を実施し、市、社協、事業者のほか、地域の
活動団体や民生委員・児童委員などを含めた、地域を切り口とした多様な主体によるネット
ワーク化の促進を図ります。

社協

【2】 地域の会議等で、福推協が主催する住民座談会等への参加を呼びかける。

ホームページを活用し案内する。

各地域の中で様々な分野で活動されている方々の情報を、リスト化するなどして把握し、そ
れを活用した地域としての活動を広げていきます。

ボランティア研修会などを実施し、幅広い世代の方々に地域福祉活動への積極的な参加
を呼びかけます。

社協

「ふれあいネットワーク」の周知と機能の強化を図ります。 社協

各分野においてサービスを提供する事業所の方々を対象に、地域福祉の必要性や各分野
の制度・サービスを学ぶための講演会や研修会を実施します。

社協社協

「1」-2-②- ９ -【1】 〖２５〗

「1」-2-②- ９ -【2】 〖２６〗

市
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佐世保市地域福祉計画・地域福祉活動計画　取り組み評価一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　 基本目標 「2」 みんなの行動で、まわりの課題に早く気づき、解決につなげられる地域をつくろう

基本施
策

施策の細目 No 取り組み内容 主体 No 平成23年度実施の具体的な内容 実施主体 計画コード 番号

2
①

【1】 モデル地区で福祉サポーター説明会及び養成講座を実施し、福祉サポーターを設置する。 「2」-2-①-１６-【1】 〖４０〗

【2】 民生委員と連携して訪問先の意向調査を実施し、福祉サポーターの活動を開始する。 「2」-2-①-１６-【2】 〖４１〗

【3】 福祉サポーターによる状況報告や意見交換会を実施する。 「2」-2-①-１６-【3】 〖４２〗

【1】 モデル地区において公民館だより・社協だよりを活用し、福祉サポーターの広報活動を行う。 「2」-2-②-１７-【1】 〖４３〗

②
【2】 モデル地区において福祉サポーターが相談を受ける。 「2」-2-②-１７-【2】 〖４４〗

相談窓口の充実
【1】 社協ホームページ・社協広報紙で総合相談窓口について掲載する。 「2」-2-②-１８-【1】 〖４５〗

【2】
関係機関、団体との会議の場で総合相談窓口をＰＲする。
※社会福祉士会・精神保健福祉士会・司法書士会・地域包括支援センター・自立支援協議会、当事者団体等

「2」-2-②-１８-【2】 〖４６〗

【1】 今年度中に佐世保市にある福祉情報のデータベースを作成する。（福祉分野の制度やサービス等を整理したもの）
市

社協
「2」-2-②-１９-【1】 〖４７〗

【2】 相談件数を増やす。 「2」-2-②-１９-【2】 〖４８〗

【3】 相談内容の分析を行う。 「2」-2-②-１９-【3】 〖４９〗

3 【1】 福推協会長連絡会や定例会でふれあいいきいきサロンの開設を働きかける。 「2」-3-①-２０-【1】 〖５０〗

【2】 ふれあいいきいきサロンへのヒアリング調査及び分析を行う。 「2」-3-①-２０-【2】 〖５１〗

①
【3】 現在サロン活動が休止している江迎、吉井地区２カ所の再開を支援する。 「2」-3-①-２０-【3】 〖５２〗

気軽に集まれる場所づくり

【4】
デイクラブの紹介を介護保険サービスガイドに掲載を行い、引き続き市関係施設においてリーフレットの配布を行う。（公民館(24)、社協(1)、包括
(4)、長寿(2)、各支所（11）、行政センター（6））

「2」-3-①-２０-【4】 〖５３〗

【5】 デイクラブ未登録の老人クラブへ職員が出向き、デイクラブの紹介を行い登録を提案する。 「2」-3-①-２０-【5】 〖５４〗

【6】 デイクラブ・サロンでの活動について、一元化を含め効率的で効果の高い方法を検討し、一定の結論を得る。
市

社協
「2」-3-①-２０-【6】 〖５５〗

【1】 先進地視察を行う。 「2」-3-①-２１-【1】 〖５６〗

【2】 実施場所の調査を行う。 「2」-3-①-２１-【2】 〖５７〗

②
【1】 現状調査に向けて聞き取り項目や内容を整理する。 「2」-3-②-２２-【1】 〖５８〗

【2】 現状調査を実施する。 「2」-3-②-２２-【2】 〖５９〗

【3】 調査結果を分析し、次年度以降の推進方法を検討する。 「2」-3-②-２２-【3】 〖６０〗

4
①

【1】 声の社協だよりのサンプルテープ・ＣＤを社協(1)と老人福祉センター(3)へ設置し、市民（福祉団体等）への周知を行う。 「2」-4-①-２３-【1】 〖６１〗

サービスの情報提供の充実
【2】 視覚障害者協会会員に、ボランティア情報誌（点訳分）の送付についての希望調査を行う。 「2」-4-①-２３-【2】 〖６２〗

【3】 市ホームページをH23.3に見直しており、当面は現行のレイアウト等を維持する。 市 「2」-4-①-２３-【3】 〖６３〗

【1】 社協ホームページ・広報紙で日常生活自立支援事業について掲載する。 「2」-4-②-２４-【1】 〖６４〗

②
【2】 関係機関、団体との会議の場で日常生活自立支援事業をＰＲする。 「2」-4-②-２４-【2】 〖６５〗

【3】
成年後見制度について、制度の概要を含め各課における説明マニュアル等を作成し関係各課への周知を図る。
現在制度の案内を市民に対して行っている担当課：長寿社会課・障がい福祉課

「2」-4-②-２４-【3】 〖６６〗

【4】 引き続き、ホームーページによる周知を行う。 「2」-4-②-２４-【4】 〖６７〗

【1】 前年度の苦情に対する解決結果を社協ホームページ及び社協だよりで公開する。 「2」-4-②-２５-【1】 〖６８〗

【2】 サービス向上委員会を開催し、苦情があった場合には迅速に対応する。 「2」-4-②-２５-【2】 〖６９〗

【3】 引き続き窓口アンケートを継続し、市民の福祉サービスへの苦情の把握に努める。 市 「2」-4-②-２５-【3】 〖７０〗

③
２６ 利用者によるサービス評価制度の導入について検討します。 【1】 市として行うべき事項の可能性について検討する。 「2」-4-③-２６-【1】 〖７１〗

サービスの評価体制の確立
２７

第三者評価機関を持つ事業者数ならびにその公表を行っている事業者数が増えるように
努めます。

【1】 市として行うべき事項の可能性について検討する。 「2」-4-③-２７-【1】 〖７２〗

サービスを適正に受けられる
機会の確保

み
ん
な
が
相
談
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
ろ
う

身近な相談相手づくり

ふ
れ
あ
い

、
交
流
の
場
を
つ
く
ろ
う

コミュニケーションの場の活用

気
軽
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

社協

市

市
社協

総合相談窓口について検討し、開設を目指します。 社協１９

２３

２０

１７

社協

社協

１６ 社協
身近な生活範囲ごとに、その範囲内に暮らす支援が必要な方々の見守りや声かけなどを行
う『福祉協力員』の役割を果たす人の発掘に取り組みます。

社協

市
社協

１８

２１

社協

２２ 福推協と連携したあいさつ、声かけ運動を推進します。

社協
地域内の公民館や空き店舗などを利用し、「地域のお茶の間づくり（仮称）」と題した地域内
での交流の場所づくりを推進します。

市
社協

社協

デイクラブやふれあいいきいきサロンの実施場所の増加を図ります。

２４ 成年後見制度および日常生活自立支援事業についての周知を図ります。

２５ 福祉サービスにかかる苦情相談体制の充実を図ります。

市
社協

視覚、聴覚に障がいのある方などにも配慮しながら、ホームページや広報誌などを利用し
た、サービスについての情報提供の充実に努めます。

市
社協

社協

市

市
社協

社協

住民が身近に感じる地域の中に、相談窓口が設置されることを推進します。

市

広報活動を通じて、相談窓口の認知度の上昇を図ります。
市

社協

市

社協

社協

地域づくり部会 １２項目
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佐世保市地域福祉計画・地域福祉活動計画　取り組み評価一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　 基本目標 「2」 みんなの行動で、まわりの課題に早く気づき、解決につなげられる地域をつくろう

基本施
策

施策の細目 No 取り組み内容 主体 No 平成23年度実施の具体的な内容 実施主体 計画コード 番号

【1】 福推協会長連絡会を実施する。 「2」-5-①-２８-【1】 〖７３〗

5 【2】 福推協会長先進地、大分市へ視察研修を実施する。 「2」-5-①-２８-【2】 〖７４〗

①
【3】 各地区で研修会（福推協の目的や役割等）を実施し、推進員の意識を高める。 「2」-5-①-２８-【3】 〖７５〗

役割の明確化
【1】 発行に向けての基本様式や作成手順等の情報提供を行う。 「2」-5-①-２９-【1】 〖７６〗

【2】 広報研修を実施する。 「2」-5-①-２９-【2】 〖７７〗

【3】 社協だよりにおける福推協活動の紹介を継続する。 「2」-5-①-２９-【3】 〖７８〗

【4】 社協ホームページで福推協活動等を掲載し、紹介する。(市ホームページから社協ホームページへリンクしています) 「2」-5-①-２９-【4】 〖７９〗

【1】 総会とは別に定例的な会議を実施するよう働きかける。 「2」-5-②-３０-【1】 〖８０〗

【2】 地区担当職員による活動計画の進捗状況を整理し、実践に向けての具体的計画（プランニング）を立てる。 「2」-5-②-３０-【2】 〖８１〗

②
【3】 地域課題把握とその解決のための手段としてコミュニティケア（仮称）会議の開催を支援する。 「2」-5-②-３０-【3】 〖８２〗

活動の活性化
【1】 福推協活動の手引きを説明するための機会（定例会など）を全地区で確保する。 「2」-5-②-３１-【1】 〖８３〗

【2】 講師を招いての福推協推進員を対象とした研修会を開催する。 「2」-5-②-３１-【2】 〖８４〗

【1】 福推協だよりの発行を通して地域住民の実践活動への参加を呼びかけるよう支援する。 「2」-5-②-３２-【1】 〖８５〗

【2】
社協だより、社協ホームページで福推協活動の紹介を行い、地域住民の実践活動への参加を呼びかける。
（市ホームページから社協ホームページへリンクしています）

「2」-5-②-３２-【2】 〖８６〗

【1】 福推協活動の手引きを説明するための機会（定例会など）を全地区で確保する。 「2」-5-③-３３-【1】 〖８７〗

③
【2】 福推協会長連絡会を実施する。 「2」-5-③-３３-【2】 〖８８〗

【3】 福推協会長先進地、大分市へ視察研修を実施する。 「2」-5-③-３３-【3】 〖８９〗

【4】 講師を招いての福推協推進員を対象とした研修会を開催する。 「2」-5-③-３３-【4】 〖９０〗

【1】
地域福祉カルテ（「地域福祉台帳」から名称変更）を作成して実態を把握し、福推協との関わり強化を図ります。
(実施地区：天神地区・黒島地区)（地域福祉カルテの各地区福推協との共有）

「2」-5-③-３４-【1】 〖９１〗

【2】 職員での事例検討会を実施します。 「2」-5-③-３４-【2】 〖９２〗

　　　　　　　　　　　　　　　　　 基本目標 「3」  みんなで地域福祉活動に取り組もう

基本施
策

施策の細目 No 取り組み内容 主体 No 平成23年度実施の具体的な内容 実施主体 計画コード 番号

1
①

【1】 発行に向けての基本様式や作成手順等の情報提供を行う。 「3」-1-①- ６ -【1】 〖９３〗

地区地域福祉活動計画の周知
【2】 広報紙の作り方に関する研修会を実施する。 「3」-1-①- ６ -【2】 〖９４〗

②
【1】 地区担当職員による活動計画の進捗状況を整理し、実践に向けての具体的計画を支援する。 「3」-1-②- ３ -【1】 〖９５〗

地区地域福祉活動計画の実践
【2】 福推協が主催する住民座談会をはじめイベント、講演会等への参加を地域の会議等で呼びかける。 「3」-1-②- ３ -【2】 〖９６〗

【3】 社協ホームページ及び社協だよりを活用し案内する。 「3」-1-②- ３ -【3】 〖９７〗

③
【1】 地域福祉カルテの作成を通して実態を把握するとともに、福推協とカルテの情報共有を行う。 「3」-1-③-３５-【1】 〖９８〗

【2】 モデル地区（潮見・白南風・早岐・柚木）から随時検証を進め、その支援をしていく。 「3」-1-③-３５-【2】 〖９９〗

【1】 福推協と社協の役割について明確にする。 「3」-1-③-３６-【1】 〖１００〗

【2】 取り組み内容３５の検証結果を基に実践に向けた見直しの支援を行う。（見直しシートの作成・提案） 「3」-1-③-３６-【2】 〖１０１〗

地区地域福祉活動計画の検証
と見直し

福
祉
推
進
協
議
会
を
中
心
に
ま
と
ま
ろ
う

社会福祉協議会との連携強化

各地区担当の社協職員が、地域の実情や活動経過などを記載した「地域福祉台帳（仮
称）」を整備し、その共有や検証を行うことによって福推協への関わりを強化します。

社協

各地区の福推協による「福推協だより」などの広報紙の発行地区数の増加に向けて支援し
ます。

社協
　
実
践
し
よ
う

地
区
ご
と
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

２９
「社協だより」や「福推協だより」を通じて、福推協の役割や活動内容について周知するととも
に、地域住民も福推協を構成する一員であるという意識づくりに努めます。

３０
「地区地域福祉活動計画」に基づく実践活動や、地域課題の把握とその解決のための取り
組みなどについて検討するため、各地区の福推協の推進員による定例会の実施を支援しま
す。

社協

社協社協

３２
福推協を構成する一員である地域住民に、「地区地域福祉活動計画」に基づく実践活動へ
の参加を呼びかけます。

福推協の役割や活動内容などをまとめた手引書を作成し、推進員の研修会や定例会など
で周知して、地域福祉推進の担い手という意識を高めます。

社協 社協

３１ 社協

社協

３６ 社協

検証方法を検討し、それに基づいた計画の進捗状況を検証します。 社協３５

進捗状況を踏まえながら地区ごとの地域福祉活動計画の見直しを行います。 社協

３３
各福推協の活動状況や課題などについて情報交換を行う機会を設け、各福推協同士の連
携強化と活動の活性化を支援します。

社協６

３
各地区の福推協が主催する住民座談会の実施を支援し、地域住民に参加を呼びかけま
す。

社協

３４ 社協

社協

社協

社協

社協

社協

福推協の推進員を対象に、組織の役割の再確認や「地区地域福祉活動計画」の実践に向
けた研修会を実施します。

社協 社協２８

福推協部会 １１項目
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